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令和５年度 青梅市教育委員会の基本方針

【基本方針１ ｢人権尊重の精神｣と｢社会貢献の精神｣の育成】

すべての市民が人権尊重の理念を正しく理解するとともに、思いや

りの心や社会生活の基本的ルールを身に付け、協調と責任ある行動を

とり、社会に貢献しようとする精神をはぐくむことが求められている。

そのために、人権教育および心の教育を充実させるとともに、社会

の一員としての自覚や公共心をもち自立した個人を育てる教育を推進

する。

１ 人権教育の推進

あらゆる偏見や差別、いじめをなくすために、人権尊重の理念を広く

家庭・学校・地域に定着する人権教育を推進する。

２ 心の教育の推進

児童・生徒が自他をいつくしみ生命を大切にし、思いやりの心や社会

生活の基本的ルールを身に付けるために、道徳教育や障害への理解を深

める教育の充実を図るとともに、家庭・学校・地域等が協働した心の教

育を推進する。

また、真善美などの人間的な価値観を養うために、地域の図書館、博

物館、美術館の資料を活用した情報の発信や鑑賞等の学習活動を充実さ

せ、豊かな情操教育の推進を図る。

３ 健全育成の推進（いじめ・不登校等への対策、生活習慣に関する指導

の充実）

児童・生徒が健康で明るい生活を営み、豊かな人間性と社会性を身に

付けられるようにするために、自ら生活習慣を改善・充実できる実践力

を育む取組を推進する。

また、家庭・学校・地域および行政と関係諸機関の連携を一層推進し、

児童・生徒の基本的な生活習慣の確立、規範意識の高揚、公共心の育成

を図り、健全育成を推進する。
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いじめ防止、不登校支援、児童虐待の防止については、児童・生徒が

安心・安全に生活できるよう、家庭・学校・地域および行政と関係諸機

関の連携をより一層推進し、児童・生徒一人一人を丁寧に見取り、早期

発見、早期対応を図る。

４ 社会に貢献できる個人の育成

相互の支え合いと秩序のある社会を目指して、権利と義務、自由と責

任についての認識を深め、協調と責任ある行動をとることができる個人

を育てるために、社会体験や奉仕活動、地域との交流活動等の社会と連

携した教育の機会を充実させる。

５ 地域に根ざした郷土愛をはぐくむ教育の推進

地域に住む人々の暮らしや心情への理解を深め、地域に愛着をもち、

地域の一員として貢献する人材を育成する。

また、地域人材の活用、関係施設や機関との連携を通して、青梅の自

然や伝統・文化に触れる「青梅学」の推進を図り、郷土愛をはぐくむ。

６ 新型コロナウイルス感染症への対応

新型コロナウイルス感染症に関し、児童・生徒の健康を第一に考え、

感染症予防対策や学習保障等にかかる支援を継続する。

また、「青梅市立小・中学校 新型コロナウイルス感染症対策と学校運

営に関するガイドライン」に従い、児童・生徒の指導を行うとともに、

円滑な学校運営を継続させる。

さらに、感染者や濃厚接触者等に対する偏見や差別の防止を徹底し、

マスクをしていない、咳をしている、登校時における検温で熱がある、

医師の指示等により出席を控えているなどの児童・生徒へのいじめや差

別等が生じないよう生活指導上の配慮等を十分に行う。
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【基本方針２ 「豊かな個性」と「創造力」の伸長】

国際化や高度情報化など社会の変化に対応できるよう、児童・生徒

一人一人の思考力、判断力、表現力などの資質･能力を育成することが

求められている。

そのために、基礎的・基本的な学力の向上を図り、児童・生徒の個

性と創造力を伸ばす教育などを重視するとともに、広く国際社会に生

きる市民を育成する教育を推進する。

１ 学力の向上

基礎的・基本的な学力の確実な定着を図るために、学力調査結果(国、

東京都)や授業評価等の分析・考察を踏まえ、「主体的・対話的で深い学

び」の実現に向けた授業改善を推進する。

また、「分かる授業・魅力ある授業」を通して、児童・生徒の学習意欲

を高めるとともに、家庭学習の支援を工夫する。あわせて、放課後や長

期休業日等に学習の機会を設け、学力の向上を図る。

２ 個を伸ばす指導の充実

一人一台学習用端末を含めたＩＣＴ機器等の活用、少人数・習熟度別

による指導、総合的な学習の時間などの学習を工夫・改善し、多様化す

る児童・生徒一人一人に応じた指導の充実を図る。

※（ＩCＴ：Information and Communication Technology【情報コミュニ

ケーション技術、情報通信技術】）

３ 健康の保持増進・体力向上

児童・生徒一人一人が豊かな個性を発揮するための基盤となる健康や

体力に関する意識を高め、健康の保持増進に向けた資質や能力をはぐく

む。そのために、学校保健に関する学校内の体制を整備し充実を図ると

ともに、食育リーダーを活用した食に関する指導の充実や体力テストの

結果の活用を図り、家庭・学校・地域が連携・協力した健康・体力づく

りを推進する。
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また、運動部活動の振興に向けた支援の充実を図る。

４ 国際理解教育の推進

グローバル化の進展する世の中で必要な資質や能力をはぐくむため、

多様な文化理解、様々な国や地域の人々と協力する態度の育成など、国

際理解教育の推進を図る。また、東京２０２０オリンピック・パラリン

ピック競技大会で培われたボランティア精神・助け合いの心を文化とし

た日本人としての自覚と誇りをもち、共生社会の実現や国際社会の平和

と発展に貢献する態度を育てる。

外国人英語指導助手を活用するとともに、小・中連携を強化し、小学

校における外国語活動および外国語、中学校での英語教育を充実させる。

５ 情報教育の推進

高度に情報化した社会で活躍できる力をはぐくむために、各学校に整

備されたＩＣＴ環境を効果的に活用し、学習活動に一層の充実と授業改

善を図る。

６ キャリア教育の充実

児童・生徒が学校や社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らし

い生き方を実現していく過程であるキャリア発達を促すキャリア教育の

視点から、職業に関する調べ学習や職場訪問、職場体験等を通して、働

く人々や地域の人々との交流を深める教育活動の充実を図る。

また、自らの生き方を考え、主体的に進路を選択する力を育て、夢を

実現するための手立てとして、大学、専門学校、ＮＰＯ法人、企業等の

訪問（オンラインを含む。）を推進する。

７ 特別支援教育の充実

障害のある児童・生徒が、一人一人の能力を最大限に伸ばしながら、

自立し社会参加できる力を培うために、「青梅市特別支援教育実施計画第

六次計画（令和５～７年度）」にもとづき、特別支援教育を推進する。

また、障害の有無にかかわらず、ともに学ぶインクルーシブ教育シス

テムの構築を進めるとともに、医療的ケア児およびその家族に対する支
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援の充実を図る。

就学相談については、相談内容に応じた適切な助言を行い、教育相談

所、学校および関係機関との連携を図り、組織的な支援を実施する。

８ 教育相談機能の充実

いじめ、不登校等の多様な課題に対応するために、心理相談員やスク

ールソーシャルワーカーによる相談の機能を高めるとともに、派遣相談

の充実を図る。また、「ふれあい学級」（適応指導教室）や「登校支援室」

と学校の連携強化と、スクールカウンセラー等を活用した学校支援体制

および相談環境の充実を図る。

９ 小・中学校における一貫教育の推進

青梅の良さや各中学校区の特色を生かした取組を通して、小学校教育

から中学校教育への円滑な接続を目指す。そのために、各中学校区にお

ける目指す児童・生徒像を設定し、９年間の義務教育を見通した学習指

導、健全育成、特別支援教育の充実を図る小・中学校一貫教育を推進す

る。

10 幼児期の教育と小学校教育の接続

小学校入学当初に、幼稚園、保育所等からの学びの連続性を確保する

ために、学校と園との連携や園児と小学生との交流活動を推進するとと

もに、第１学年のスタートカリキュラムを充実させる。

11 学校規模の適正化の推進

少子高齢社会の到来による児童・生徒数の減少により、集団学習が困

難となるおそれのある小規模な小・中学校に対して、学校の特色や地域

の特性を生かした小規模特別認定校制度の継続を図るとともに、今後の

児童・生徒数の動向を踏まえ、学校統合や通学区域の弾力化を検討する。

また、統合が困難な小規模校、施設の狭隘化や、きめ細かな教育が難し

くなる大規模校における教育環境の向上の方法を検討し、学校規模の適

正化を推進する。

なお、学校施設の統合等については、「青梅市立学校施設のあり方審議
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会」を設置し、検討を進めていく。

【基本方針３ 生涯学習の推進と社会教育の充実】

市民が生涯を通じ、主体的に学習機会を選択して学ぶことができる

ような生涯学習社会を実現することが求められている。

そのために、「青梅市生涯学習推進計画」にもとづいた施策の推進に

努めるとともに、学習環境を整備し、「ともに学んで生きるまち」を目

指して社会教育の充実を図る。

１ 生涯学習の推進

市民が自発的な意思をもって、主体的に学習することを支援するため

に、「青梅市生涯学習推進計画」にもとづき、家庭、学校、地域および関

連機関との連携を密にして、市民の生涯学習を総合的・広域的に推進す

る。

２ 生涯学習の環境整備

生涯学習の機能の充実を図るために、市民の学習要望の把握と学習情

報・機会の提供、施設の整備・活用および講師・指導者等の登録制度の

充実など、学習環境の整備に努める。

また、青梅市文化交流センターの活用を促進し、市民の文化活動の活

性化を図る。

３ 青少年の体験活動の充実

青少年の自立を支援し、地域との交流などを図るために、ボランティ

ア活動など社会奉仕体験活動、自然体験活動、その他の体験活動の機会

の充実に努める。

また、多様な体験活動を通して、集団的活動における協調性やリーダ

ーとしての資質向上を図り、活用できる場を創る。
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４ 家庭教育への支援

子どもたちの生活習慣の確立を目指すために、国や東京都と連携して、

家庭教育への啓発事業の推進を図る。

家庭の教育力の向上を図るために、家庭、学校および地域の連携・協

力を推進するとともに、講演会の開催などにより、家庭教育・幼児教育

への支援に努める。

５ 地域における健全育成の推進

地域社会の中で、心豊かで健やかな子どもをはぐくむために、地域と

連携し、体験・交流活動の環境づくりを推進する。

６ 学校開放の推進

生涯学習を広域的に推進するために、学校教育と連携を図り、学校施

設の有効活用など、学校のもつ機能を市民の生涯学習事業に活かした学

校開放の推進に努める。

７ 図書館事業の推進

市民が自主的に調べ学ぶことができる環境を提供するために、「青梅市

図書館基本計画」および「青梅市子ども読書活動推進計画」にもとづき、

図書等資料の継続的な整備を行うとともに、図書館事業の充実、学校司

書の配置による学校図書館支援の強化、図書館ボランティアとの協働な

どに努める。

８ 文化複合施設等の整備

文化複合施設の基本計画の策定、新図書館建設に向けた基本設計を行

い、環境整備に努める。
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【基本方針４ 生涯を通じた多様なスポーツ・レクリエーションの振興】

市民が生涯に渡ってスポーツ・レクリエーションに励み、それぞれ

のライフステージ・スタイルに応じた多様な関わり方で、スポーツに

親しむことができる環境の構築が求められている。

そのために、「青梅市スポーツ推進計画」にもとづいた施策を推進し、

「する」「みる」「ささえる」などの多様な観点から、自発的にスポー

ツに関わることができる環境の実現を目指す。

１ スポーツ・レクリエーション活動の推進

「青梅市スポーツ推進計画」にもとづき、スポーツを通じてすべての

市民が、幸福で豊かな生活を営むことができるまちの実現に向けて、ス

ポーツ・レクリエーション環境の充実に努める。

また、現行のスポーツ推進計画の期間が令和５年度までであることか

ら、次期青梅市スポーツ推進計画（令和６～１５年度）の策定を進める。

２ 誰もが楽しむことができるスポーツの普及

ボッチャをはじめとするパラスポーツを通じ、年齢や障害の有無にかか

わらず、誰もがスポーツを楽しむことができる機会の提供に努める。

３ 歴史あるスポーツ大会の継承と発展

青梅マラソン大会や奥多摩渓谷駅伝競走大会等の歴史ある競技大会の

実施により、スポーツに対する市民の意識向上を図る。
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【基本方針５ 文化・芸術の振興】

市民が生涯を通じて、文化・芸術に親しむ機会の充実が求められて

いる。

そのために、優れた文化・芸術や貴重な文化財を通じ、市民がひと

しく文化を享受し、創造活動ができるよう文化・芸術活動への支援に

努める。

１ 文化財の保存・活用

長い歴史の中で培われてきた貴重な文化財を適切に保存・継承すると

ともに、市民への普及・啓発活動に努め、郷土に対する意識をはぐくむ。

また、文化財保存活用地域計画の策定について、検討する。

２ 文化・芸術活動の振興

各種文化・芸術団体と連携、協働することで、文化・芸術に関する学習

および創作活動を支援し、市民が優れた文化・芸術に触れる機会を提供す

る。

３ 文化施設の環境整備

「青梅市公共施設等総合管理計画」を踏まえ、郷土博物館と美術館の

施設再編および今後のあり方について検討し、市民が文化・芸術を鑑賞、

学習する場として、既存施設の改修に向けて準備を進める。

また、吉川英治記念館については、周辺の文化・観光施設と連携した

事業に取り組むことで、市民の文化の向上に寄与していくとともに、地

域の活性化へとつなげる。



10

【基本方針６ ｢市民の教育参加の促進｣と｢主体的な教育行政の推進｣】

家庭・学校・地域が相互に連携・協力をすることによって、すべて

の市民の教育参加を進め、教育行政を力強く展開していくことが求め

られている。

そのために、青梅市の特性を生かした主体的な教育行政を推進する

とともに、市民からより信頼される学校づくりに向けて、学校経営の

改革を進めていく。

１ 将来を見通した教育施策の推進

将来の青梅市を見通した教育を創造し、時代の変化に即した教育施策

の推進を図るために、「青梅市教育推進プラン」の提言を踏まえた施策を

実施する。

２ 社会に開かれた学校づくりの推進

保護者や市民から学校運営等への支援を一層得るために、コミュニテ

ィ・スクール（学校運営協議会制度）を拡充するとともに、学校関係者

評価を実施し、その結果を公表することなどして「社会に開かれた学校

づくり」を推進する。

３ 特色ある学校づくりの推進

教育活動の充実および活性化を図るために、家庭・学校・地域が一体

となって、活力ある学校づくりを進めるとともに、地域の実情、児童・

生徒の実態に応じた特色ある学校づくりを推進する。

４ 安全・安心な学校づくりの推進

日常の教育活動や登下校時等の安全指導・管理、安全確保の徹底を図

るために、家庭・学校・地域・関係諸機関が相互に連携した安全・安心

な学校づくりを一層推進するとともに、学校および通学路の環境整備な

らびに管理運営体制の充実に努め、安全確保対策を推進する。
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５ 学校給食の充実

安全で栄養バランスのとれたおいしい給食の提供に努めるとともに、

学校との連携を密にし、食育の推進を図る。

また、「学校給食センター施設整備基本計画」にもとづき、新学校給食

センターの施設整備を計画的かつ具体的に推進する。

さらに、学校給食費の徴収・管理の透明性および公平性の確保に努め、

徹底した未収金対策を行う。

６ 学校経営の充実

年間を通した学校評価システムの効果的な運用を推進し、学校経営の

改善・充実を図る。また、校長、副校長、主幹教諭を中心にした組織的

な運営体制の充実を図り、校内の各分掌組織を効果的に活用し、自主的・

自律的な学校経営を推進する。

７ 教職員の資質・能力の向上

教職員が児童・生徒への理解を深め、指導と評価の一層の改善・充実

を図るとともに、教育にかかわる諸課題を解決する資質や能力を高める

ために、各種研究事業の支援および職層・キャリアに応じた教員研修等

の充実を図る。

８ 教職員の服務規律の確保

教職員による体罰や法令違反等の服務事故の防止を徹底するために、

教育委員会においては定例の校長会および副校長会にて管理職に対する

指導を行う。また、各校内においては毎年７月と１２月に東京都が実施

する服務事故防止月間の重点的な研修指導や日々の管理職が行う服務指

導などを通して、教育公務員としての自覚や法令遵守の意識を高め、学

校教育に対する信頼の確保に努める。

９ 学校における働き方改革の推進

校務支援システム、出退勤システムの活用、心理士や医師によるメン

タルヘルス相談など、教員一人一人の心身の健康保持の実現と、誇りと

やりがいをもって職務に従事できる環境を整備することにより、学校教
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育の質の向上を図るとともに、学校における働き方改革を推進する。

10 学校教育施設の環境整備

「青梅市学校施設個別計画」にもとづき、引き続き、トイレ改修工事、

特別教室等空調機整備工事および老朽化対策としての屋上防水および外

壁等改修工事を計画的に実施するほか、夏季の気温上昇による熱中症対

策等として、屋内運動場への空調設備設置を実践するなど、児童・生徒

の教育環境の改善・向上に努める。

また、「青梅市立学校施設のあり方審議会」を設置し、学校施設の統合、

複合化等について検討を進める。

11 教育委員会の機能の充実

開かれた教育行政を推進するため、取組内容や結果について、速やか

で積極的な情報発信を行うとともに、市民の意見や要望に耳を傾け、家

庭・学校・地域との一層の連携を深めながら、主体的な活動とともに機

能の充実を図る。

また、教育委員会ホームページの内容の充実を図るなど、市民への情

報発信力の強化に努める。

12 市長部局との連携

市長部局との相互の連携を図りつつ、より一層民意を反映した教育行

政を推進するため、総合教育会議の充実を図る。
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教育目標 平成１３年１２月 ４日 青梅市教育委員会決定

教育目標一部改訂 平成１７年 ２月 ３日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成１８年 １月１２日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成１９年 １月１１日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成２０年 ２月２１日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成２１年 ２月 ２日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成２２年 ２月 ４日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成２３年 ２月 ３日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成２４年 ２月 ２日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成２５年 ２月１４日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成２６年 ２月 ６日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成２７年 ２月 ５日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成２８年 ２月 ８日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成２９年 ２月１６日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成３０年 ２月１６日 青梅市教育委員会決定

基本方針 平成３１年 ２月１３日 青梅市教育委員会決定

基本方針 令和 ２年 ２月１４日 青梅市教育委員会決定

基本方針 令和 ３年 ２月１７日 青梅市教育委員会決定

基本方針 令和 ４年 ２月１６日 青梅市教育委員会決定

基本方針 令和 ５年 ２月２２日 青梅市教育委員会決定


